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昭
和
六
十
一
年
五
月
十
五
日
提
出 

質

問

第

二

三

号 

  

右
の
質
問
主
意
書
を
提
出
す
る
。 

民
間
空
港
の
米
軍
及
び
自
衛
隊
の
利
用
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

昭
和
六
十
一
年
五
月
十
五
日 

衆 

議 

院 

議 

長 

坂 
田 

道 

太 

殿 

 

提 

出 

者 
 

瀨 

長 

亀 

次 

郎 

 

一 

 



 

私
は
、
去
る
三
月
六
日
の
衆
議
院
予
算
委
員
会
第
七
分
科
会
（
以
下
「
予
算
第
七
分
科
会
」
と
い
う
。
）
で
、
全
国 

 
 

各
地
の
民
間
空
港
が
米
軍
に
よ
つ
て
頻
繁
に
利
用
さ
れ
、
し
か
も
三
宅
島
、
函
館
な
ど
で
は
、
タ
ッ
チ
・
ア
ン 

 
 

 

ド
・
ゴ
ー
（
離
発
着
）
訓
練
や
ゴ
ー
ア
プ
ロ
ー
チ
（
進
入
）
訓
練
ま
で
行
わ
れ
て
い
た
問
題
を
取
り
上
げ
、
そ
の
軍
事

的
利
用
に
つ
い
て
追
及
し
た
。 

民
間
空
港
の
安
全
を
考
え
る
べ
き
立
場
の
運
輸
大
臣
が
、
米
軍
の
軍
事
的
利
用
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
て
い
く 

 

態
度
を
表
明
し
た
こ
と
は
、
極
め
て
重
大
で
あ
る
。 

こ
の
と
き
の
私
の
質
問
に
対
し
て
、
三
塚
運
輸
大
臣
は
、
米
軍
の
利
用
目
的
が
物
資
の
輸
送
、
給
油
で
あ
り
、 

 
 

 

通
告
が
あ
れ
ば
当
然
そ
の
使
用
を
認
め
る
旨
答
弁
し
た
。 

 
運
輸
省
当
局
が
提
出
し
た
資
料
に
よ
れ
ば
、
昨
年
の
米
軍
機
の
利
用
は
、
長
崎
空
港
の
二
一
四
回
（
離
着
陸
回 

 
 

民
間
空
港
の
米
軍
及
び
自
衛
隊
の
利
用
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

三 

 



 

自
衛
隊
に
い
た
つ
て
は
、
一
日
平
均
約
九
六
回
の
離
着
陸
が
行
わ
れ
、
年
間
三
万
五
千
回
に
達
す
る
。
一
九
八 

 
 

三
年
以
降
三
年
間
で
み
る
と
、
そ
の
利
用
は
、
大
阪
、
多
良
間
（
沖
縄
県
）
、
波
照
間
（
沖
縄
県
）
を
除
い
た
す
べ
て 

 
 

 

の
空
港
に
わ
た
つ
て
い
る
。 

私
は
、
米
軍
、
自
衛
隊
の
民
間
空
港
の
利
用
を
認
め
る
べ
き
で
な
い
と
の
立
場
か
ら
、
以
下
の
点
に
つ
い
て
質 

 
 

問
す
る
。 

数
）
を
は
じ
め
、
福
岡
一
一
六
、
徳
之
島
（
鹿
児
島
県
）
八
九
、
仙
台
四
六
、
稚
内
（
北
海
道
）
五
一
、
釧
路
（
北
海

道
）
三
八
な
ど
、
全
国
の
民
間
空
港
七
七
の
う
ち
二
三
カ
所
に
及
ん
で
い
る
。 

一 

米
軍
機
の
利
用
に
つ
い
て 

こ
う
し
た
事
態
は
、
ま
さ
に
民
間
空
港
の
〝
軍
民
共
用
化
〟
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。 

私
達
が
調
査
し
た
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
特
に
利
用
の
多
い
長
崎
空
港
に
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
や
嘉
手
納
を
拠
点 

 
 

と
す
る
Ｐ

3
Ｃ
対
潜
哨
戒
機
が
た
び
た
び
飛
来
し
て
い
る
。
ま
た
稚
内
空
港
は
、
稚
内
通
信
施
設
と
の
連
絡
の 

 

四 

 



 

2 

一
九
五
二
年
五
月
の
日
米
地
位
協
定
第
五
条
一
項
に
基
づ
く
日
米
合
同
委
員
会
合
意
は
、
米
軍
機
の
出
入 

 

り
は
通
常
日
本
側
が
提
供
し
て
い
る
施
設
、
区
域
か
ら
と
し
、
「
緊
急
の
場
合
」
に
の
み
、
例
外
と
し
て
そ
の 

 
 

1 

福
岡
、
長
崎
、
稚
内
、
釧
路
空
港
の
利
用
目
的
は
何
か
。 

沖
縄
県
の
宮
古
、
石
垣
空
港
の
場
合
に
は
、
韓
国
―
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
事
実
上
の
給
油
中
継
地
と
な
つ
て
い 

 
 

 

る
。 

た
め
恒
常
的
に
米
軍
が
利
用
し
て
い
る
。 

更
に
、
福
岡
空
港
の
場
合
は
、
横
田
―
嘉
手
納
、
横
田
―
韓
国
の
中
継
地
点
と
し
て
、
大
型
輸
送
機
が
定
期 

 
 

 

的
に
利
用
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。 

大
韓
航
空
機
事
件
の
あ
つ
た
一
九
八
三
年
の
同
空
港
で
の
米
軍
機
の
離
着
陸
回
数
は
、
三
九
二
回
と
な
つ
て 

 

い
る
。 

仙
台
空
港
の
よ
う
に
、
日
米
共
同
訓
練
に
伴
つ
た
機
材
や
物
資
輸
送
の
た
め
に
利
用
し
て
い
る
例
も
あ
る
。 

五 

 



 

3 

先
の
三
塚
運
輸
大
臣
の
米
軍
の
物
資
輸
送
や
給
油
の
た
め
の
民
間
空
港
の
利
用
を
認
め
る
旨
の
答
弁
（
予 

 

算
第
七
分
科
会
）
及
び
運
輸
省
の
山
田
航
空
局
長
の
米
軍
機
の
民
間
空
港
の
利
用
に
つ
い
て
「
何
も
緊
急
の
場 

 

合
に
限
ら
な
い
」
（
予
算
第
七
分
科
会
）
と
す
る
答
弁
が
あ
る
が
、
前
述
の
一
九
五
二
年
五
月
の
日
米
合
同
委 

 
 

だ
か
ら
こ
そ
、
昭
和
四
十
四
年
四
月
十
八
日
の
衆
議
院
内
閣
委
員
会
で
、
当
時
、
運
輸
省
の
手
塚
航
空
局 

 
 

長
は
「
（
地
位
協
定
第
五
条
は
）
不
時
着
的
な
使
い
方
を
さ
し
て
の
米
軍
の
権
利
と
申
し
ま
す
か
、
条
約
上
の 

 
 

地
位
に
な
つ
て
お
る
」
と
答
え
、
「
不
時
着
的
な
も
の
以
外
の
使
用
を
拒
絶
し
て
い
く
」
と
言
明
し
て
い
た
の 

 
 

で
あ
る
。 

従
つ
て
、
米
軍
は
本
来
、
訓
練
は
も
と
よ
り
兵
員
・
物
資
輸
送
、
給
油
な
ど
の
目
的
で
民
間
空
港
を
使
用 

 
 

す

る
こ
と
は
で
き
な
い
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。 

利
用
を
認
め
て
い
る
。 

つ
ま
り
こ
の
日
米
合
意
は
、
民
間
空
港
の
米
軍
利
用
を
原
則
と
し
て
禁
止
し
て
い
る
。 

六 

 



 

5 

三
塚
運
輸
大
臣
は
、
米
軍
機
が
タ
ッ
チ
・
ア
ン
ド
・
ゴ
ー
訓
練
を
や
る
と
い
う
場
合
に
は
、
通
告
を
受
け 

 
 

合
意
し
て
ス
タ
ー
ト
し
な
け
れ
ば
、
民
間
航
空
の
安
全
性
の
維
持
が
で
き
な
い
と
い
う
趣
旨
の
答
弁
（
予
算 

 
 

第
七
分
科
会
）
を
し
て
い
る
。 

4 

山
田
航
空
局
長
は
、
米
軍
機
が
民
間
空
港
で
タ
ッ
チ
・
ア
ン
ド
・
ゴ
ー
訓
練
等
を
や
つ
た
例
が
、
過
去
に 

 
 

あ
る
旨
答
え
て
い
る
（
予
算
第
七
分
科
会
）
。 

員
会
合
意
は
改
定
さ
れ
た
と
い
う
の
か
。 

ま
た
、
日
本
共
産
党
の
岡
崎
万
寿
秀
議
員
は
、
一
九
八
四
年
十
一
月
二
十
九
日
、
三
宅
島
空
港
で
米
海
軍 

 
 

厚
木
基
地
所
属
の
Ｃ
―

12
一
機
が
タ
ッ
チ
・
ア
ン
ド
・
ゴ
ー
訓
練
を
行
つ
た
こ
と
に
関
し
て
質
問
主
意
書
を 

 

も
し
そ
う
だ
と
す
る
な
ら
ば
、
い
つ
、
い
か
な
る
変
更
の
日
米
合
意
が
あ
つ
た
の
か
、
明
確
に
さ
れ
た 

 
 

 

い
。 三

宅
島
、
函
館
、
松
山
空
港
を
含
め
て
過
去
の
実
例
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

七 

 



 

7 

こ
の
際
、
米
軍
機
の
民
間
空
港
の
利
用
に
つ
い
て
、
過
去
五
年
間
の
年
度
ご
と
の
着
陸
回
数
、
そ
の
目 

 
 

 

6 

第
三
種
の
民
間
空
港
は
、
都
道
府
県
知
事
が
管
理
す
る
空
港
で
あ
る
。 

提
出
（
同
年
十
二
月
十
八
日
）
し
た
が
、
こ
れ
に
対
し
て
政
府
は
、
同
年
十
二
月
二
十
五
日
の
答
弁
書
の
中 

 
 

 
で
、
米
側
は
こ
の
事
件
が
「
パ
イ
ロ
ッ
ト
の
個
人
的
ミ
ス
に
よ
る
も
の
」
だ
つ
た
こ
と
を
認
め
て
陳
謝
す
る
と 

 
 

と
も
に
、
「
今
後
は
、
い
か
な
る
民
間
空
港
に
お
い
て
も
、
日
本
政
府
の
事
前
の
同
意
な
く
し
て
こ
の
種
の 

 
 

 

訓
練
が
行
わ
れ
る
こ
と
は
な
い
」
旨
約
束
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
「
米
軍
に
提
供
し
た
施
設
、
区
域
外
で 

 
 

米
軍
が
タ
ッ
チ
・
ア
ン
ド
・
ゴ
ー
訓
練
を
行
う
こ
と
は
、
日
米
地
位
協
定
上
予
想
さ
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
で 

 
 

あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。 

管
理
権
者
で
あ
る
知
事
が
米
軍
機
の
使
用
を
拒
絶
し
た
場
合
、
政
府
は
、
当
然
そ
の
意
思
と
権
限
を
尊
重 

 
 

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。 

民
間
空
港
を
利
用
し
た
米
軍
訓
練
は
、
日
米
地
位
協
定
上
も
許
さ
れ
て
い
な
い
と
理
解
し
て
よ
い
か
。 

八 

 



 

二 

自
衛
隊
機
の
利
用
に
つ
い
て 

2 

自
衛
隊
が
民
間
空
港
を
利
用
す
る
に
つ
い
て
、
防
衛
庁
は
、
運
輸
省
並
び
に
各
都
道
府
県
と
使
用
協
定
を 

 

1 

自
衛
隊
機
の
利
用
に
つ
い
て
、
過
去
五
年
間
の
年
度
ご
と
の
着
陸
回
数
、
そ
の
目
的
、
機
種
に
つ
い
て
、 

 
 

各
空
港
別
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

昨
年
の
主
な
も
の
を
あ
げ
る
と
、
例
え
ば
那
覇
空
港
は
一
〇
、
五
二
七
回
（
離
着
陸
回
数
）
、
名
古
屋
六
、
四
五 

 
 

九
、
八
尾
四
、
四
八
一
、
熊
本
四
、
三
一
二
、
長
崎
三
、
八
五
四
、
福
岡
一
、
三
〇
一
、
新
潟
九
七
三
、
山
形
六
八 

 
 

 
 

八
、
対
馬
二
四
一
、
仙
台
二
〇
四
、
上
五
島
（
長
崎
県
）
九
六
、
奄
美
九
一
、
壱
岐
（
長
崎
県
）
七
九
、
函
館
七 

 
 

 
 

 

三
、
釧
路
四
四
、
稚
内
三
八
、
久
米
島
（
沖
縄
県
）
六
三
、
宮
古
（
沖
縄
県
）
五
五
、
石
垣
（
沖
縄
県
）
三
五
と
い
う

状
況
で
あ
り
、
事
実
上
、
〝
自
衛
隊
基
地
〟
同
然
と
な
つ
て
い
る
。 

自
衛
隊
機
の
利
用
は
、
民
間
空
港
全
体
に
及
び
常
態
化
し
て
い
る
。 

的
、
機
種
を
各
空
港
別
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

九 

 



 

 

一
〇 

結
ん
で
い
る
の
か
。 

も
し
そ
う
だ
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
内
容
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

右
質
問
す
る
。 


